
 

 定例会見 次 第 

 
令和７年 11 月 25 日(火) 午前 10 時～ 

会議室 101・102 

■報道発表事項 

No.1 
「こどもまんなか応援サポーター」を宣言します 

－「明日へつなぐ夢と希望を持てるこどもまんなかのまちつばめ」を目指して－ 

No.2 
燕市で「こども誰でも通園制度」が始まります！ 

－こどもの育ちを応援し、子育て家庭を支援します－ 

No.3 
子育て世帯を応援する学校給食費の補助金を増額 
－米価上昇分を市が負担し、保護者負担額を据え置きます－ 

No.4 
東部学校給食センターが新潟県学校給食優良学校等表彰を受賞 

－地域特性をいかした取組等が評価されました－ 

No.5 
“つば×ともモデルエピソードアワード”初開催 

－「共家事」「共育て」で工夫している取組やアイデアを募集します－ 

No.6 
「燕庁舎学習室」が 12月 15日オープン！ 

－利用する学生の意見を取り入れた”新しい学びのカタチ”が完成－ 

No.7 
「垂直型太陽光発電設備」が完成します 

－燕市下水終末処理場に電力を供給し、実証事業を開始－ 

その他、燕市報道資料 No.8「12 月の各課行事予定表」を参照してください。 

※次月の定例会見は、12 月 24 日（水）を予定しています。 

■市長定例会見事務局 

燕市役所 3 階 企画財政部 企画財政課 

0256-77-8352（直通）窓口番号 10・11 



燕市報道資料 No.1 

                                 燕 市
Tsubame City

 

令和７年 11 月 25 日 
 

「こどもまんなか応援サポーター」を宣言します 
－「明日へつなぐ夢と希望を持てる こどもまんなかのまち つばめ」を目指して－ 

 

燕市は、こども家庭庁が推進する「こどもまんなか」の趣旨に賛同し、こどもまんな

か社会の実現に向け「こどもまんなか応援サポーター」として活動することを本日宣言

します。宣言を機に、こども・若者の夢と希望を育む取り組みを更に強化していきます。 

燕市では、燕市の未来を担うすべてのこども・若者が、個性や多様性を尊重され、一

人ひとりが自分らしく夢や希望を持ち成長できる「こどもまんなかのまち」を目指し、

令和７年３月に「燕市こども計画」を策定し、様々な政策を展開しています。 
 

【「こどもまんなか応援サポーター」宣言の概要】 

1.「こどもまんなか応援サポーター」宣言の趣旨 

燕市では、これまで出会いから妊娠、出産、子育て、こど

もの進学、就職までまるごと応援する体制を整備し、市民や

事業者と市が一体となってライフステージに応じた切れ目の

ない様々な子育て支援を実施し、「子育てするなら燕市で」と

市内外から評価されるよう取組を進めてきました。 

この度の宣言を機に、「子育てするなら燕市で」の更なる充実を図る政策を展開し

ていくとともに、こども・若者の夢と希望を育む取組を更に強化していきます。 

2.今後の主な取り組み 

⚫ 令和８年度当初予算編成において、燕市の未来を担うこども・若者に必要な施策

の検討を進め、こども施策を更に推進します。 

⚫ こども・若者の意見を聴き政策に生かすとともに、これまで以上に意見を募集す

るための仕組みづくりを検討します。 

⚫ 市が実施するこども・若者や子育てに関するイベントなどを、市公式 SNS で「＃

こどもまんなかやってみた」を付けて投稿し、周知や参加を促進します。 

3.こどもまんなか応援サポーターとは 

こどもたちのために何がもっとよいことかを常に考え、こどもたちが健やかで幸せ

に成長できる社会を実現するという「こどもまんなか宣言」の趣旨に賛同し、自らも

アクションに取り組む個人、団体・企業、自治体等のことです。 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

こども政策部 こども未来課：荒木 

電話：0256－77－8225（直通） 
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令和 7 年 11 月 25 日 
 

燕市で「こども誰でも通園制度」が始まります！ 
－こどもの育ちを応援し、子育て家庭を支援します－ 

 

保育園等に通園していない生後 6 か月から満 3 歳未満のこどもを対象に、保護者の

就労要件等を問わず、時間単位で柔軟に保育を利用できる「こども誰でも通園制度」が

令和 8 年 4 月から全国一律で実施されます。これに先立ち、燕市は 12 月 1 日から「本

格実施を見据えた試行的事業」を市内の公立保育園 2 園で実施します。 

本事業は、こどもの育ちを応援し、子育て家庭に対する支援を強化するもので、子育

ての孤立感の解消や安心感の醸成に繋げることをねらいとしています。 
 

【制度概要】 

1.事 業 名：燕市乳児等通園支援事業（通称：こども誰でも通園制度） 

2.対  象：燕市在住の 0 歳 6 か月～満 3 歳未満の未就園児 

 

 

 

 

 

3.利用可能時間：月 10 時間まで 

4.利用料金：1 時間あたり 300 円 ※別途給食費等がかかる場合があります 

5.実施施設：大曲八王寺保育園（燕市八王寺 740 番地） 

あおい保育園（燕市中島 1208 番地） 

6.利用の流れ：①事前登録 認定申請書を市へ提出（フォーム） 

       ②面談予約 利用施設へ事前の面談予約（電話） 

       ③面談   利用施設との面談 

       ④利用予約 利用施設へ利用予約（電話） 

       ⑤利用 

【燕市の制度の特長】 

・一時預かり事業での経験やノウハウが豊富な園で受入れを行い、お子さんの発達過程

に合わせた保育や通園児と一緒に過ごせる機会を提供します。 

・保護者の子育ての不安や悩みに応じて、保健師や各種相談会などを案内できる連携体

制をとっています。 

 

 本件についてのお問い合わせ先 

こども政策部 こども未来課：遠藤・大坂 

電話：0256－77－8222（直通） 

▲詳しくは市 HP に
掲載しています 

0歳～2歳 ３歳～５歳 

保
育
の
必
要
性 

（
就
労
要
件
等
） 

 

な
し 
あ
り 

保育園、認定こども園 等 

（小学校就学まで） 

こども誰でも通園制度 

（0歳６か月から満３歳未満） 

認定こども園（教育） 等 

（満 3歳から小学校就学まで） 
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  令和７年 11 月 25 日 
 

子育て世帯を応援する学校給食費の補助金を増額 
－米価上昇分を市が負担し、保護者負担額を据え置きます－ 

 

 燕市は、令和４年度から、小中学校における給食材料費の価格上昇分を市が負担し、

給食費の保護者負担額を据え置いています。令和７年４月からは一人一食当たり 65 円

を補助してきましたが、今般の米価上昇により、給食センターでの献立の工夫だけでは

予算内で提供が難しい状況であるため、11 月から補助金額を 65 円から 80 円に引き

上げます。この引き上げにより、給食の質を維持するとともに、子育て世帯の経済的負

担を軽減し、安心して子育てできる環境づくりを推進します。 
 

【子育て世帯応援学校給食費補助金の概要】 

  

 令和４年度から給食材料費の価格上昇分 

に応じて市が給食会計に補助しています。 

これにより、保護者負担額は平成 25 年度か 

ら据え置いています。 

1.引上げ時期：11 月喫食分から 

2.補助額：児童生徒一人一食当たり 80 円 

3.一食単価のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

教育委員会 学校教育課：澤口 

電話：0256－77－8212（直通） 

 

インスタグラム 

『つばめの給食』↓ 
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  令和７年 11 月 25 日 
 

東部学校給食センターが 
新潟県学校給食優良学校等表彰を受賞 

－地域特性をいかした取組等が評価されました－ 
 

このたび令和 7 年度新潟県学校給食優良学校等表彰において、燕市東部学校給食セ

ンターが「学校給食優良学校等（共同調理場）」の表彰を受けました。燕市においては、

令和 3 年度の燕市西部学校給食センターに次ぐ、2 回目の受賞となります。 

地元企業と共同で開発した食器等の使用や地産地消、地域特性をいかした取組、食育

の取組等が評価され受賞につながりました。引き続き、児童生徒に安全安心な給食を提

供するととともに、工夫を凝らした取組を推進し学校給食の充実に努めていきます。 
 

【令和7年度新潟県学校給食優良学校等表彰の概要について】 

1.受賞部門：学校給食優良学校等（共同調理場） 

2.受賞理由：①地元企業と共同開発した食器、調理器具の使用といった地域の特性を 

いかした学校給食を実施している。 

②毎年７月 12 日の「洋食器の日」には、東京 2020 オリンピック・パラ 

リンピック競技大会の選手村食堂でメイドイン燕の魅力を世界に発信

する役割を果たした「おもてなしカトラリー」で給食を味わう機会を設

けており、地域への誇りと愛着を醸成している。 

③燕市産の米を給食センターで炊き上げているほか、地域の協力農家から 

直接野菜を納入してもらうなど、地産地消を推進している。 

      ④行事食や特別献立にも力を入れており、毎月 19 日の食育の日に「減塩

愛
あい

ディア献立」を実施し、減塩の大切さや工夫を伝えている。 

⑤3,000 食を超える県内でも有数の調理能力を備え、衛生管理体制、 

食物アレルギー管理体制などが構築されている。 

 

※1 燕市東部給食センター受配校  

燕地区の小中学校 10 校、中等教育学校 1 校 計 11 校 

※2 新潟県学校給食優良学校等表彰 

新潟県では、学校給食の普及と充実を図るため、児童生徒への食育や家庭・地域の 

連携に優れた成果をあげた学校等を毎年表彰している。 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

教育委員会 学校教育課：澤口 

電話：0256－77－8212（直通） 
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令和 7 年 11 月 25 日 
 

“つば×ともモデルエピソードアワード”初開催 
－「共

とも

家事
か じ

」「共
とも

育
そだ

て」で工夫している取組やアイデアを募集します－ 

 

 燕市では、家事・育児などがだれか一人に偏ることがないよう、家庭での分担や職場、

地域等で支えあう「共家事」「共育て」の取り組みを推進するため、「つば×ともモデル

エピソードアワード」を立ち上げ、家庭や職場などで実践されている取組エピソード等

を 11 月 25 日から募集します。 

応募された事例やアイデアは市民による一般投票などを行い、有用な事例を決定し、

表彰します。この取り組みを通じて、誰もがイキイキと輝き、個人の能力が十分に発揮

できる環境整備の強化を図ってまいります。 
 

【つば×ともモデルエピソードアワード】 

1.募集する取組やアイデア： 

●「共家事」家族が協力して行っている家事シェアの方法、家事の工夫 

●「共育て」地域での子育てサポートグループの取組み 

      ワークライフバランスを推進するために企業が取り組んでいる事例 など 

 

2.応募期間：11 月 25 日（火）から 12 月 24 日（水）まで 

3.応募資格：・市内在住または在勤の人 

・燕市内(家庭、職場、地域)で実施している 

取り組みであること。 

・自薦、他薦は問いません。 

4.応募方法：応募フォームまたは窓口に、所定の様式にてご応募ください。 

5.選  考：（1 次）選考委員会（燕市男女共同参画推進審議会）により選考します。 

      （2 次）1 次選考通過作は一般投票を行います。 

6.結果発表(受賞作決定)：令和 8 年 3 月下旬（予定） 

7.表  彰：ハレラテつばめにて表彰式を開催予定です。 

8.副  賞：受賞者には燕市製品を贈呈します。 

 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

企画財政部 地域振興課：鈴木 

電話：0256－77－8361（直通） 

“つば×とも”とは･･･ 

「つばめで共に育てる、共に暮らす」をまとめた愛称 
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令和 7 年 11 月 25 日 
 

「燕庁舎学習室」が 12 月 15 日オープン！ 

－利用する学生の意見を取り入れた”新しい学びのカタチ”が完成－ 
 

 燕市は、燕地区に新しい学習室をつくってほしいという学生のニーズや統合浄水場が

開設されたことによる水道局の移転などを踏まえ、燕庁舎 2 階を活用した学習室を、

12 月 15 日にオープンします。本学習室は、実際に利用する学生のアイデアを具現化

するため、公募した高校生等と共にワークショップ（以下、WS）を開催しながら、そ

の整備案を検討してきたものです。オープン当日は、WS メンバーによるオープニング

セレモニーを行います。 
 

【「燕庁舎学習室」の概要】 

1.オープン：12 月 15 日（月）午後 6 時～ 

2.場  所：燕庁舎２階旧水道局執務室（燕市白山町２丁目 7-27） 

3.施設概要： 

開館時間 

（平日）午後４時～午後９時半 

（休日）午前９時～午後９時半 

※オープン日(12/15月曜)のみ、

開館が午後６時となります。 

休 館 日 年末年始（12/29～翌年１/３） 

面積、座席数 約 450 ㎡、約 40 席 

主な特徴 

・ソロ、グループエリアを配置 

・予約制のフリールーム完備 

・ネット環境有、軽食可 

4.その他： 

・旧分館の解体工事により、燕庁舎第 1 駐車場の使用を R7 年度末まで休止しています。 

来館に際しては、「第２駐車場」をご利用くださいますよう、お願いいたします。 
 

【「燕庁舎学習室」オープニングセレモニーの概要】 

1.日  時：12 月 15 日（月）午後６時～６時 30 分 

2.場  所：燕庁舎 2 階旧水道局執務室（燕市白山町 2 丁目 7-27） 

3.内  容：WS メンバーによる完成報告 など 

※取材をご希望の場合、事前に以下担当までご連絡ください。 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

企画財政部 企画財政課：齋藤（内線 4204） 

教育委員会 社会教育課：遠藤（内線 6108） 

企画財政部 地域振興課：樋山（内線 4231） 

電話：0256－92－1111 

▲完成パースイメージ 

第２駐車場 

第１駐車場 
(R7年度末まで
使用休止中) 

▲駐車場は第 2 駐車場をご利用ください 
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令和７年 11 月 25 日 
 

「垂直型太陽光発電設備」が完成します 
－燕市下水終末処理場に電力を供給し、実証事業を開始－ 

 

燕市が下水終末処理場で整備を進めていた「垂直型太陽光発電設備」が 11 月 28 日

に完成し、12 月下旬から発電を開始します。垂直型太陽光発電設備は、従来の平置き

型に比べて積雪の影響が少なく、限られた土地の有効活用が可能であるという特徴を持

っています。本取組は、経済産業省の「エネルギー構造高度化・転換理解促進事業」に

採択され、降雪地域での再生可能エネルギーの発電効率の検証を行うものです。 

また、脱炭素に関する理解促進と意識醸成を図るためのセミナーを令和 8 年 1 月 9

日に燕市役所で開催し、その後、下水終末処理場の現地見学会も併せて実施します。 
 

【垂直型太陽光発電設備概要】 

1.所在地       ：燕市下水終末処理場（東太田 2090） 

2.電力供給開始予定  ：12 月下旬～ 

3.太陽光パネル設置枚数：392 枚（620w/枚） 

4.太陽光発電出力   ：243.04kw 

5.見込発電量     ：268,334kwh/年 

 ※下水終末処理場の電気使用量 2 か月分程度に相当 

6.垂直型太陽光発電設備の特徴 

 ①積雪影響の低減 ②狭小スペースに設置が可能 ③発電ピークの変動  

【セミナー開催及び現地見学会】 

設備導入実証事業を通じて、市内企業や市民の再生可能エネルギーに対する理解促進を

図り、地域全体の脱炭素意識の向上を目的としたセミナーを開催します。 

1.日  時：令和 8 年１月９日（金） 

・セミナー …午後 1 時００分～ 

・現地見学会…午後 2 時１５分～ 

2.場  所：・セミナー  …燕市役所つばめホール  

・現地見学会…燕市下水終末処理場 

3.対  象：市内企業、燕市内の一般市民、他地域の自治体関係者等 

4.申込方法：専用申込フォームからお申し込みください。 

※予約枠に空きがある場合は、当日予約なしでもご入場いただけます。 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

市民生活部 生活環境課：船越 

電話：0256－77－8167（直通） 

▲予約はこちらから 

下水終末処理場に導入した太陽光設備 



時　　間 場　　所 担当課

～ 12月18日(木)
①9:00～17:00
②８:30～17:15

①うさぎもち
ハレラテつばめ

②燕市役所
エントランスホール

社会福祉課

12月1日(月) ～ 12月6日(土) 8:30～17:00
燕市役所

エントランスホール
社会福祉課

12月3日(水) 10:00～13:00 中央公民館 社会教育課

障がい者就労施設などの活動紹介・製品販売 12月4日(木) ～ 12月6日(土) 10：00～15：30
燕市役所

つばめホール
社会福祉課

障がい福祉サービス事業所等職員表彰 12月5日(金) 13：30～
燕市役所

会議室101～103
社会福祉課

こころのバリアフリー講演会 12月6日(土) ～ 12月6日(土) 13：30～15：00
燕市役所

会議室101～103
社会福祉課

①・③
10:30～11:30

②13:30～14:30

①燕図書館
②分水地域交流

センター
③吉田公民館

社会教育課

12月6日(土) 14:00～16:15
分水多目的
屋内運動場

社会教育課

12月7日(日) 10:30～12:30 燕市文化会館 地域振興課

12月12日(金) 14:40～15:35 分水高校 子育て応援課

12月13日(土) 10:00～10:30
燕市役所

つばめホール
学校教育課

12月13日(土) 13:30～16:00 文化会館 学校教育課

12月13日(土) 10:00～11:00 吉田公民館 社会教育課

12月15日(月) 18:00～18:30
燕庁舎学習室

（燕庁舎２階）
企画財政課

12月20日(土)
9:30～12:00

13:00～15:30
分水総合体育館 社会教育課

12月24日(水) 10:00～
燕市役所

会議室101・102
企画財政課

12月26日(金) 9:20～12:20 吉田産業会館 学校教育課

12月26日(金) 16:00～
燕市役所

つばめホール 総務課

定例会見

ミライトークセッション

仕事納めの市長あいさつ

【図書館事業】
親子向け歴史講座 クイズで発見！
かぼちゃ電車でわかる まちのひみつ

ゆめみらいスポーツ教室【剣道】

東京ヤクルトスワローズトークショー
スワローズ「ネホリハホリ」2025

プレコンセプションケアセミナー

燕ジュニア検定表彰式

講師：末永 真理氏

つばめ野球クリニック

燕市英語スピーチコンテスト スピーチテーマ：燕市のヒーロー

12月 の 各 課 行 事 予 定 表

事　　業　　名 期日 備考

【図書館事業】
クリスマスおはなし会

つばめバリアフリーフェス2025

障がい者施設の活動紹介コーナーと製品販売コーナーを設置
※期間中「つばめアール・ブリュット展」も開催しています
※12月6日(土)「フードドライブ＋」も同日開催しています

らんらんランチ会④
『【イタリア】ピザ』

市内障がい福祉サービス事業所等において勤続年数10年以上の
職員を表彰します。

講師：南雲 明彦氏
演題：学習障がいが教えてくれたこと
　　　～寄り添うこころの大切さ～

フードドライブ＋
対象食品：米、餅、乾麺、缶詰、瓶詰、インスタント食品など
生活用品：洗剤、シャンプー、石鹸、トイレットペーパーなど

講師：堀 里也氏、佐藤 公威氏、バガンブーラ光氏

対象：3年生の生徒

出演者：石川雅規 投手、岩田幸宏 外野手
MC：中静祐介氏　スタジアムオルガン：ながいさとこ氏

①12月6日(土)
②12月13日(土)
③12月20日(土)

つばめアール・ブリュット展
障がいのある作家の絵画合計11点（予定）を展示します。
※①は毎月５の倍数日の休館日を除く

【報道資料有】
「燕庁舎学習室」オープニングセレモニー

燕 市
燕市報道資料
No.8

令和７年11月25日



【各課問い合わせ先一覧】

総　　務　　部

総務課　　　　：　総務係（☎77-8312）・ふるさと納税係（☎77-8301）・人事係（☎77-8318）・情報統計室（☎77-8315）　　　　　　

広報秘書課　　：　広報広聴係（☎77-8363）・秘書係（☎92-1111）　　　

用地管財課　　：　契約管理係（☎77-8332）・用地活用推進室（☎77-8271）・管財係（☎77-8334）

防災課　　　　：　防災対策係（☎77-8381）

企　　画　　財　　政　　部

企画財政課　　：　企画チーム（☎77-8352）・財政チーム（☎77-8356）

地域振興課　　：　協働推進係（☎77-8361）・交流推進係（☎77-8364）

市　　民　　生　　活　　部

市民課　　　　：　市民窓口1係（☎77-8125）・市民窓口2係（☎77-8122）・市民生活相談係（☎77-8107）

税務課　　　　：　市民税1係（☎77-8142）・市民税2係（☎77-8144）・資産税1係（☎77-8146）・資産税2係（☎77-8148）

収納課　　　　：　収納係 滞納整理室（☎77-8152）・管理係（☎77-8155）

生活環境課　　：　交通安全・防犯係（☎77-8162）・環境政策係（☎77-8167）

健　　康　　福　　祉　　部

長寿福祉課　　：　長寿福祉係(☎77-8175)・介護保険係(☎77-8177)・地域支援相談チーム(☎77-8157)

社会福祉課　　：　援護係(☎77-8173)・障がい福祉係(☎77-8172)・地域福祉係(☎77-8104)

健康づくり課　：　健康推進係（☎77-8182）・新型コロナウイルスワクチン接種相談窓口（☎77-6723）・燕市保健センター（☎93-5461）

保険年金課　　：　国保係（☎77-8132）・年金医療係（☎77-8133・☎77-8136）

こ　　ど　　も　　政　　策　　部

こども未来課　：　総務企画係(☎77-8225)・保育・幼児教育係(☎77-8222)

子育て応援課　：　こども福祉係(☎77-8186)・こどもサポート相談チーム(☎77-8224)・こども見守り支援チーム(☎77-8105)

産　　業　　振　　興　　部

農政課　　　　：　農政企画係（☎77-8242）・農林環境係（☎77-8243）・生産振興係（☎77-8245）

都　　市　　整　　備　　部

都市計画課　　：　都市施設係（☎77-8262）・都市計画係（☎77-8263）・空き家等対策推進室（☎77-8264）

土木課　　　　：　建設係（☎77-8272）・河川水防係（☎77-8274）・道路維持係（☎77-8275）・管理係（☎77-8277）

営繕建築課　　：　建築指導チーム（☎77-8282）・公営住宅係（☎77-8287）

下水道課　　　：　計画管理係（☎77-8291）・業務係（☎77-8293）・工務係（☎77-8296）

選　挙　管　理　委　員　会　事　務　局

選挙管理委員会：　選挙係（☎77-8313）

農　業　委　員　会　事　務　局

農業委員会　　：　農地農政係（☎77-8251）

教　　育　　委　　員　　会

学校教育課　　：　指導係（☎77-8191）・総務企画係（☎77-8195）・学事保健係（☎77-8211）・学校給食係（☎77-8212）・児童クラブ係（☎77-8705）

社会教育課　　：　生涯学習推進係（☎77-8366）・スポーツ推進係（☎77-8368）・中央公民館係（☎63-7001）・文化振興係（☎63-7002）

燕　・　弥　彦　総　合　事　務　組　合

消防本部　　　：　総務課（☎92-1210）・予防課（☎92-1122）・警防課（☎93-2566）

水道局　　　　：　経営企画課（☎77-9401）・施設課（☎77-9403）

　商工振興課　　：　産業支援係（☎77-8231）・新産業推進係（☎77-8232）

　観光振興課　　：　観光企画係（☎77-8233）・産業史料館（☎63-7666）


